
項 目 内 容 掲 載 内 容 等
①計画の位置づけ 市財政の展望を踏まえながら、まちづくりを計画的、効率的に推進するための最上位の計

画であり、市政運営の基本
②計画の性格・役割 まちづくりの基本理念や将来都市像、これを実現するための基本的施策等を明らかにし、

本市の進むべき⽅向を明確に⽰した、市⺠と共有するまちづくりの指針
③計画の構成 基本構想と実行計画の２層で構成

④計画の期間 基本構想の計画期間は、令和4年度から令和13年度までの10年間。実行計画の期間は、基
本構想期間を前期（５年間）と後期（５年間）に分けて策定

①地域特性 地理、自然、歴史、文化など

②社会情勢 人口構造、産業構造など

③市⺠の意識 「市⺠意識調査」「市政懇談会」「市⺠ワークショップ」「学⽣アンケート」などを整理

④まちづくりの課題
【参考：第四次】①市⺠との協働による環境問題への対応、②誰もが安⼼して、快適に暮
らすことができる⽣活環境の形成、③市⺠の健康的な暮らしの実現、④まちの将来を担う
市⺠⼒の強化と活⽤、⑤地域資源の活⽤と連携による地域ブランド化

基本理念 【参考：第四次】今日の宇部市を築き上げる理念であった「共存同栄・協同一致」の精神
と「⼈間が尊重される都市づくり」の市⺠宣⾔を宇部のこころとして尊重する。

将来都市像 【参考：第四次】みんなで築く 活⼒と交流による元気都市 〜地域資源を共有し、みんな
の元気を発信する協働のまちをめざして〜

4 分野別構想
・産業振興
・教育・子育て
・都市整備・交流創出
・環境・福祉

分科会の議論をベースに、分野別施策の目標・方向性など

5 構想を推進するために 市⺠・⾏政の役割や、効率的な⾏政運営など

3
まちづくりの
「基本理念」
「将来都市像」

第五次宇部市総合計画 基本構想の構成について

2 宇部市を取り巻く
社会情勢と課題

総合計画について1
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県内自治体総合計画基本構想の構成（一例）
計画名 第２次周南市まちづくり総合計画 第２次下関市総合計画 第二次山口市総合計画

計画期間 2015−2024 2015−2024 2018−2027

構成内容

Ⅰ 周南市の未来像
 1.まちづくりの基本理念
 2.将来の都市像
Ⅱ 計画の性格と名称等
 計画の性格、名称、構成、期間
Ⅲ 市⺠の意識
 1.市⺠アンケート調査
 2.地域懇談会
Ⅳ 社会の潮流と基本認識
Ⅴ 将来人口
Ⅵ まちづくりの方向

序論
 1.策定の趣旨
 2.計画の構成
 3.計画期間
 4.計画策定の前提
 (1)本市を取り巻く社会的背景と
  課題
 (2)本市の地域特性と主な課題
 (3)人口動態の現状と見通し

基本構想
 1.まちづくりの基本理念
 2.まちづくりの将来像
 3.地域特性とまちづくりの方向

序論
 1.策定の経緯
 2.総合計画の位置付け
 3.山口市を取り巻く潮流や課題

基本構想
 1. 目標とする将来像
  将来都市像、都市政策の柱、数値に
  よるまちの姿
 2. 目指すまちの姿
 3. 目指すべき都市構造等
  土地利用、拠点、ネットワーク



県内自治体総合計画基本構想の構成（一例）
計画名 第二次山陽小野田市総合計画 第二次美祢市総合計画 下松市総合計画

計画期間 2018−2029 2020−2029 2021−2030

構成内容

序論
 第1章 計画策定に当たって
  1. 計画策定の趣旨
  2. 計画の構成と計画期間
  3. 山陽小野田市まち・ひと・しごと創生
   総合戦略との関係
 第2章 計画の背景と課題
  1. 全国的な社会潮流の動向と本市の現状
  2. 山陽小野田市の姿
  3. 市⺠の意識
  4. 課題の整理
基本構想
 山陽小野田市の将来像
  1. まちづくりの基本理念
  2. 将来都市像
  3. 基本目標
  4. 人口の見通し
  5. 将来の都市構造
  6. 計画の実現に向けて

序章
 1.計画策定の趣旨
 2.社会潮流と美祢市の現状
 3.第一次美祢市総合計画後期基本
  計画の総括評価と方向性
 4.まち・ひと・しごと創生総合戦
  略の総括評価と方向性
 5.市⺠の意識
  （各種市⺠アンケート結果）
 6.まとめ

基本構想
 1.計画の構成と期間
 2.新しいまちの目標
 3.土地利用構想

序論
 1.計画の位置づけと役割
 2.計画の構成と期間
 3.計画を取り巻く時代環境
 4.下松市の現況
 5.市⺠の意識
 6.下松市の主要課題

基本構想
 1.基本理念
 2.将来目標
 3.分野別構想


